
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
で
見
る
明
治
の
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ

の
博
覧
会

・
具
進
会

万
国
博
覧
会
は
各
国

の
工
業
社
会
化

の
現
状

の

集
中
展
示
を
日
的
と
し
ま
す
。　
一
八
五

一
年
に

ロ

ン
ド
ン
で
最
初

の
万
国
博
覧
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。　
一
八
六
七
年

（慶
応
三
）

の
パ
リ
万
博

で
は

幕
府
が
公
式
参
加
し
、
明
治
政
府
は

一
八
七
三
年

（明
治
六
）
の
ウ
イ
ー
ン
万
博
か
ら
参
加
し
ま
し
た
。

秋
田
県
内
か
ら
は
、
能
代
春
慶
塗
が
ウ
イ
ー
ン
万

博
と

一
八
七
六
年

（明
治
九
）

の
フ
ィ
ラ
デ
ル

フ

ィ
ア
万
博
に
出
品
さ
れ
授
賞
し
て
い
ま
す
。

十́
戌
十
■
年
ス
の
企
島
晨
同
催

に
あ
た
り
、
口
颯
か
ら
利
ｎ
老
の
省
れ

に
は
ぢ
館
材

物

へ
の
ざ
狸
解
、
ゃ
ヽ
協
力
′
頑
き
感
謝
ψ
ｔ
上

‐す
ま
す
。
こ
の
ス
の
企
蒟
晨
ば
、
秋

ロ

颯

万
丈
常
孝
の
中

に
孫
存
さ
れ
７
い
る
川
峰
期
の
諄
先
会
ヤ
■
進
会

に
向
す
る
鮮
■

Ｐ
“
介
す
る
も
の
ｆ
す
。
こ
代
秋

口
の
諸
た
常

に
つ
い
イ
ナ
立
ナ
記
舞

，
残

っ
イ
お
り

１
す
。
こ
↑
ら
先
た
の
県
約
物
産
の
旅
共

に
も
同
わ
る
歴
史
的
資
料
′
晨
示
ｔ
イ
お
り

ま
す
。
多
く
の
脊
構
オ
に
ざ
ネ
絆
頑

‐す
る
よ
う
お
待
ち
ｔ
イ
お
り

，
す
。

明
治
―
六
年
に
農
商
務
省

開
催
の
水
産
博
覧
会
賞
牌

（メ
ダ
ル
）
図
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明治 10年、第 1回内国勧業博覧会が東京上野公園で開催されました。殖産興

業政策を推進した大久保利通が、博覧会の効果を重視 したことによります。ウ

イーン万博を模範に、初めて部門別展示で構成されています。14年の第 2回 と

23年 の第 3回 も同

所が会場となって

います。秋 田県庁

文書群では、第 3

回出品の関係簿冊

が最も整備された

形で残っています。

(『博覧都市江戸東京』東京都江戸東京博物館)

第 4回(28年 、京都市)と 第 5回 (36年 、大阪市)

に関する簿冊は残っていませんが、「秋田県勧

業報文」および 「秋田県勧業時報」に記事があ

ります。

明治政府は内国勧業博覧会のほか、特定部門

を対象とした共進会等も開催しています。重要

輸出入品に関わる綿糖共進会(明治 13)と 繭糸織

物陶漆器共進会(同 18)が含まれています。県庁文

書群には、米麦大豆煙草菜種共進会、山林共進

会、絵画共進会(同 15)、 水産博覧会(同 16)の 関係

簿冊があり出品物や沿革が記録されています。

東京上野公国内国勧業博覧会美術館荘飾之図・歌川広重 (三 代)画

平福穂庵 「乞食図」



共進会は特定地域を対象としても開催さ

れました。明治 16年 には宮城・福島・岩

手・秋田の4県合同で陸羽連合共進会が宮

城県で開催されました。米・麦 。大豆・

麻・苧・漆・鑢・砂糖 。生糸 。繭が対象で

したが、21年には東京府と神奈川・千葉・

茨城・福島 。青森・岩手 。秋田・山形 。宮

城の各県による一府九県連合水産共進会が

宮城県石巻港で開催されています。共に県

庁文書群に関係簿冊が有 り、秋田県内から

の出品が記録されています。

明治16年陸羽共進会に出品の

秋田県内腐米改良稲架掛け図

馨 =¬ 奥羽六県連合物産共進会は、明

治27年 の第 1回は仙台市で開催さ

れ、宮城 。青森・岩手の 3県が参

加、その後、30年 に盛岡市、32年

に青森市、34年 に山形市、39年 に

秋田市、41年 に福島市で開催され

第 2回 日以降は 6県参加となって

います。秋田県庁文書群の中では、

34年 の第 4回 関係簿冊群が最も整

備された形で残っています。 6県

巡́後、43年 より関東と合同の連

合共進会に発展しています。

明治39年 第5回 奥羽六県連合物産共進会の「動物館日誌J

ダ
請
ト
ト
ケ軒

多
場
彬

■i



博覧会は明治初年の新風俗

として、地方各府県でも盛ん

に開催されましたが、欧米の

万博の影響を受けた京都博覧

会を例外に、多くの地方博覧

会は江戸時代の物産会や薬品

会に近い内容です。明治 10年

に秋田博物館で開催された第

1回秋田博覧会もその傾向に
明治10年第 11コ 博覧会会場 (秋「1博物館)

(『 秋I口 県史』第5巻 明治編)

あります。翌H年の第 2回以降は、内国勧業博覧会を模範とし近代的な部門

別構成の展示となります。第 2回および13年の第 3回は、八橋村の植物園を

会場としています。

明治19年、八橋村の第一勧業場で

産馬共進会と山林繭糸共進会が開催

された年 に、秋 田町で焼失家屋

3,500戸 の火災 (俵屋火事)が有 り、

また明治10年代後半の不況で県内産

業の衰微が始まっています。両共進

会の開催には、民心発揚と産業振興

の意味が込められていました。
明治33年第3回秋田県物産品評会の優待券、入場券見本

明治22・ 27・ 33年 の 3回、また、

秋田市で開催された秋田県物産品評会等の影響も受け、郡や町村の共進会も

盛んに開催されています。

秋田県公文書館

企画展

前期 平成15年 8月 26日 (火 )～9月 18日 (木 )

後期     10月 21日 (大 )～ 11月 9日 (日 )


